
令和7年度
現職教育まとめ

香川県立香川東部支援学校



個別最適な学びにつながる指導・支援をめざして
～子どもが主体となるICT活用の検討～

研究テーマ



個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実

社会的な背景

令和の日本型学校教育

ICTは必要不可欠

本校が目指す
子ども・教師・学校の姿

考える力と自律の力、豊かな情操を
はぐくむICT教育の実践

個別の教育支援計画等の実行ある
活用の推進

個別最適な学びにつながる指導・支援をめざして
～子どもが主体となるICT活用の検討～

本校の研究

R4～６各学部での独立した取組

R7～
学校全体で
系統立った
取組

R7
教育研究部とメディア教育部の
統合



個別最適な学びにつながる指導・支援をめざして
～子どもが主体となるICT活用の検討～

①合理的配慮について
教育研究部

６月２６日（木）

② 公開学習会
講師：香川大学坂井聡教授

「合理的配慮を
どう考えればよいのか？」

８月１日（金）

基礎研修（全職員対象）

取組１ 取組２

グループ研究（全職員対象）

◇コミュニケーション支援
◇活動支援
◇学習支援

取組３

授業研究

経年研修の
研究授業から
各学部年2回の
授業討議を行う

①1学期（学校訪問）
②2学期

合計6回の授業討議



①合理的配慮について（６/２６）

取組１基礎研修

・学校における「合理的配慮」について
理解すること

・児童生徒に実際に行っている「合理的
配慮」について考えること

ねらい

内容 ・「合理的配慮」と「基礎的環境整備」の違い
・学校における「合理的配慮」の3観点11項目
・「合理的配慮」提供の流れ
・グループワーク（これって合理的配慮？）

＜研修スライド一部＞



①合理的配慮について

取組１基礎研修

研修を終えて（事後アンケートより）

Q合理的配慮について、
理解することができましたか？

Q「３観点１１項目」による整理方法は、
今後の支援の参考になりそうですか？

合理的配慮についての理解を推進



②公開学習会（８/１）

取組１基礎研修

講師：香川大学教育学部 坂井聡教授

演題 合理的配慮をどう考えればよいのか？

研修の様子

写真



②公開学習会

取組１基礎研修

演題 合理的配慮をどう考えればよいのか？

これまで行動の結果を評価す
ることが多かったが、子ども
の行動を引き出す環境調整の
部分についてもっと考えよう
と思った。

生徒の課題ばかりに目を向け
がちになってしまっていたの
で、長所や人と違うところを
認めて伸ばすことを意識しよ
うと思った。

適切な環境調整を行なって、
児童生徒が進んで活動に参加
できるように、みんな同じも
のが見えるようにしていきた
いと思った。

子どもたちにとって環境の一
部でもある私たち教員が、成
長を妨げる要因になっていな
いかを考えながら関わってい
きたい。



取組２グループ研究

・ICT活用の三観点を基に、
「コミュニケーション支援」
「活動支援」
「学習支援」の
縦割3グループに分かれて、
月1回程度の研修を行った。

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所



取組２グループ研究

【ICT活用事例シート】

☆子どもの実態にそった
ICTの活用を検討

☆支援の経過や効果を可視化
課題を整理

（参考：国立特別支援総合研究所の実践事例様式等）

☆実践を共有することで、
学校全体のICT活用の底上げ



取組２グループ研究

【各グループで取り上げた事例】

コミュニケーション ７

活動 １４

学習 １１

合計 ３２

R6 R７

ICTの活用事例を増やすことができた

３２６



取組２グループ研究

コミュニケーション
支援グループ

グループの取組

活動支援
グループ

学習支援
グループ



取組３授業研究

【今年度学部での授業討議を行った研究授業】

学年・グループ 教科等 題材・単元

１学期

小 ３年
生活単元
学習

体の大事なところはどこかな

中 ２年 数学科 簡単な表やグラフを作ろう

高 １年 職業科 校内実習の目標を決めよう

２学期

小 ３年
図画工作
科

ねんどでごちそうなにつくろう？
～ぼくたちわたしたちのリクエスト給食～

中 音楽A 音楽科
物語に命を吹き込む！音楽づくりワークショップ
～おむすびころりんももたろう～

高 木工班 作業学習 若竹祭に向けて



取組３授業研究

【授業参観コメントシート】 全校で統一した様式で、授業への
感想や意見を授業者へ。

討議の中で出せなかった意見も、
授業者に届けられる。

研究テーマの視点に沿った内容
にすると、より焦点を絞った意見が
出るのではないか。

授業討議の在り方は検討が必要

・テーマに沿った討議の進め方
・授業者、参加者ともに有意義な議論にするために



まとめ

教員のICT活用指導力の向上

Q.ICT活用に向けた
知識や能力が向上したか。

Q.研修前と比べて、ICT活用への
理解が深まったか。

とても
そう思う

そうう

少し
そう思う

Q.ICTを活用した教材作成は
有意義だったか。

よかった

その他

コミュニケーション支援 活動支援 学習支援

とても
そう思う

そう思う

少し
そう思う

思わない



まとめ

個別最適な学びをめざした活用

その他

○子どもの意欲が向上し、ICTを活用する機会が増えた

○タブレットで視覚的に提示することで、見通しをもち落ち着いて取り組むことができた

○自分から要求を伝えようとする姿が見られるようになった

○伝わる感覚を味わえることで、ツールを意識して活用できる回数が増えた

○子どもの習熟度、特性、興味、課題に応じた学習を提供できた


